
【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度の公表センターページで閲覧してください。

【評価機関概要（評価機関記入）】
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1　　終末期・看取り支援
本人のラストステージの在り方の願いや希望を、日々心の奥深くにある”想い”を察しながら、家族と共に最期の瞬間まで尊
厳を支え、自分らしく強く生き切る支援をしています。また、医療機関との信頼感のおける連携で、可能な限り看取りに取り組
んでいます。

３　　食に対する価値観
”素性の知れた安全な食材””利用者の個々の量・調理形態””治療食の取り組み””好まれる味””昔取った杵柄の発揮”　調
理にも関わっていただき、職員は食の大切さを追及しています。　　また”誰とどうやって食べるか”、喜びの時間を共有し、豊
かな食卓に繋げています。
　

評価機関名 特定非営利活動法人　福祉サービス評価機構Ｋネット

所在地 札幌市中央区南６条西１１丁目1284番地4　高砂サニーハイツ401号室

事業所名

２　　自然の中で
ホームの広いガーデンは、利用者の憩いの場所で、季節の花々の前で撮影した写真の中の笑顔から、自然の素晴らしさを感
じ取っている姿がみられます。また、利用者が関わり育てた野菜を収穫し、その場で新鮮で完熟の味を楽しまれています。家
族菜園のコーナーもあり、ラズベリーや葉物野菜などを植えていただいたりと家族との絆が深まっています。

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

　（別紙４-１）

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 0170501845

法人名 有限会社　ユアスタッフ

項　　目

グループホームもいわの里　石山館　うれし荘

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

所在地 札幌市南区石山３条７丁目３番１２号

自己評価作成日 平成27年9月1日 評価結果市町村受理日

訪問調査日

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

1. ほぼ全ての家族と

2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと

3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

4. ほとんどできていない

3. たまにある

4. ほとんどない

2. 数日に１回程度ある

平成27年10月15日

平成27年9月28日

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

当事業所は、南区石山の自然豊かな緑にあふれた閑静な住宅地に位置している。地下１階に会社があり、地上２階
建てで、１・２階２ユニットのグループホームである。１ユニット６名定員で広々としてゆったりした空間である。ホーム
のベランダから庭園や菜園に通じ、ベンチでランチやコーラス、語らいの場所でもある。菜園では多種類の野菜を栽
培し、外気浴をするなど心地よいガーデンライフを楽しんでいる。食に対す関心が高く、食べることはよりよく生きるこ
とにつながるため、安全な旬の食材の盛り付け・彩りなどにも工夫を凝らし手作りで心のこもった食事を提供してい
る。ケアに関しては、今年の夏にホームとして２度目の看取りを行った。会社の他の事業所から、重度になられたり若
年性認知症の方々を受け入れ、その方に合ったケアを工夫している。人生のラストステージに家族と共に最期の瞬間
まで自分らしく生き切る支援を行っている。このような取り組みには施設と職員の力量が必要とされ、独自の人材教育
方法、ＹＳＳ（職員自己評価表）の活用や人事交流、「わいわい演習塾」などで職員研修を行っている。「ゆっくり・いっ
しょに・たのしく」をモットーに、住み慣れた地域で家族と一緒にその人らしい生活を支援するホームである。

基本情報リンク先
URL

http://www.kaigokensaku.jp/01/index.php?action_kouhyou_detail_2014_022_kani=true&Jigy
osyoCd=0170501845-00&PrefCd=01&VersionCd=022

57

4. 全くいない

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を
掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63

4. ほとんど掴んでいない

利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面が
ある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係
者とのつながりが拡がったり深まり、事業所の理
解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. ほぼ全ての職員が

3. たまに

1. 大いに増えている

2. 少しずつ増えている

3. あまり増えていない

4. ほとんどない

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように

2. 数日に1回程度

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく
過ごせている
（参考項目：30,31）

59
利用者は、職員が支援することで生き生きした表
情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67
3. 利用者の１/３くらいが

3. 家族等の１/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が

2. 利用者の２/３くらいが

1. ほぼ全ての家族等が

2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

68

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が

2. 利用者の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

4. ほとんどできていない

3. 利用者の１/３くらいが

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う



次のステップに向けて期待したい
内容



次のステップに向けて期待したい
内容



次のステップに向けて期待したい
内容



次のステップに向けて期待したい
内容



次のステップに向けて期待したい
内容



次のステップに向けて期待したい
内容

献立は栄養価を考慮しながら、利用者の希望を聞き食べた
いものを隔週ごとに作成している。家族から頂いた野菜や利
用者が購入に同行し食材選びをしたり、下準備や片付けな
ども職員と一緒にしている。土曜日は「わいわいメニュー」で
利用者が中心になり調理をし、力を発揮している。レストラン
や和食店などで外食も楽しんでいる。



次のステップに向けて期待したい
内容


